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① 	青森県五所川原市字岩木町12 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

のミ、Uり叫っら 
発 行 所 

五所川原市役所 

522号 

昭和57年 7月1日 

印刷 西 北 印 刷 

市 の 人 口 
	

男 25,673人 
	

世 帯 数 	14,629 

	

53.079人 女 27,406人 
	

（昭和57年6月1日現在）住民基本台帳から 

沖縄から北海道と全国の老人福祉施設を訪間、ハーモ

ニカを演奏して慰問し続けている通称「ハーモニカおじ

さん」 が6月16日、市立養護老人ホーム 「くるみ園」を

訪れ慰問しました。 

ハーモニカおじさんは、長崎県佐世保市山祇町に住む

福島秀治さん（60）で、「くるみ園」を慰問したのはこれ

で6回目。 

この日は、長谷川市福祉事務所長と同園を訪れ、およ  

そ 40人のお年寄りを前に昔なつかしい 「九段の母」や「父

よあなたは強かった」 などリクエストに応え次々演奏。 

途中でハーモニカを吹きながらお年寄り一人一人と握手

をし、「長生きをして下さい」と励ましました。 

福島さんは、長崎に投下された原子爆弾で両親とただ

一人の妹を亡くし、そのときの悲しみを思い出しハーモ

ニカの慰間を思いたったという。 
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非電鯉仁っ 
昭和57年（1982年）7月1日 

午
前
十
時
三
十
分
開
演
、
金

多
豆
蔵
人
形
芝
居
、
登
山
ば
や

し
、
獅
子
舞
、
民
謡
シ
ョ
ー
、
 

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
歌
謡
シ
ョ

ー
 

（
ポリ
ド
ー
ル
レ
コ
ー
ド
水
樹

準
子
）
 

〇
屋
外
ス
テ
ー
ジ

（2
)
 

午
前
十
時
三
十
分
開
演
、
海

上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
、
ロ
ッ

ク
＆
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
。
 

O
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ

ー
 

o
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
と
遊
ぼ
う
 

（
記念
写
真
の
撮
影
が
で
き
ま

す
。）
 

〇
夏
ス
キ
ー
場
の
開
放

〇
サ
マ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の
決
定

版
 
「ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ブ
ス
レ

ー
」
 

で
ス
ピ
ー
ド
と
ス
リ
ル
を
味
わ

お
・
フ
。
 

ロ
米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ

ー
 

ロ
野
外
模
擬
店
コ

ー
ナ
ー
 

（
そ
ば
、や
き
と
り
、
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
な
ど
）
 

▽
不
用
品
即
売
会
（
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
オ
ー
ク
、
ン
ョン
）
 

▽
モ
ー
タ
ー
シ
ョ

ー
 

ロ
募
集
 
カ
ラ
オ
ケ
大
会
出

場
者
（
先着
二
十
人
で
締
切
り
）
、
 

当
日
カ
ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
持
参
の

こ
と
。
（
レ
コ
ー
ド
は
不
可
）
 

ロ
事
務
局
 
青
森
放
送

（
R
 r

 
、
 

 

ノ
 

ロ
と
き
 
七
月
十
日
（
土
）
 
午
 
界

後
一
時
ニ
ー
分
ー
三
時
 
世

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 
の

ロ
講
師
 
小
舘
衷
1
11氏
（
元
弘
前
 
蕉

実
業
高
校
教
諭
 
郷
土
史
家
）
 
芭

ロ
演
題
 
芭
蕉

の
世
界
日
 

「俳
譜
を
通
し
て
」
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

隣
り
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
 

ご
来
場
下
さ
い
。
 

r
 

、
 

市民講座開催 
ロ
募
集
人
員
 
海
約
七
十
五
人
、
空
約
七
十
人
 

口
資
格
 
高
卒

（
見込
み
）
二
十
歳
未
満
者

（
自衛
官
 

は
二
十
一
歳
未
満
）
 

ロ
受
付
期
間
 
八
月
一
日
ー
九
月
二
十
五
日
 

口
試
験
期
間
 
一
次
十
月
一
日
、
二
次
十
月
十
八
日

ー
 

二
十
一
日
、
三
次
（
空
）
十
一
月
二
十
 

自
衛
官
（
響
）
募
集
案
内
 

一
日ー
十
二
月
十
六
日
 

ロ
合
格
発
表
 
五
十
八
年
二
月
三
日
 

口
入
（校
）
隊
 
五
十
八年
三
月
下
旬
 

口
待
遇
‘
そ
の
他
 
入
隊
後
約
六
年
で
三
等
海
‘
空
尉
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
先
 

青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原
募
集
事
務
所
 

（
廿⑩
二
三
〇
五
番
）
 

7
月
1
1日
狼
野
長
根
公
園
で
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
主
催
、
市
、
五

所
川
原
商
工
会
議
所
な
ど
後
援

の
 
「フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
エ
ス
テ
ィ

バ
ル

（
家族
の
祭
典
）」
が
七
月

十
一
日

（
日）
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
市
内
持
子
沢

・

狼
野
長
根
公
園
一
帯
で
行
わ
れ
 

戸
 

ま
す
。
 

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
多
数
お
い

で
下
さ
い
。（
雨
天
の
場
合
は
、
 

七
月
十
八
日

（
日）
に
行
い
ま

す
。）
 

ロ
催
物
の
ご
案
内
 

〇
屋
外
ス
テ
ー
）ン

（ー
）
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イ

×
 

癌
購
鋤
難
潮
令

画
橡
を
が
繊
 

磯
麟
麟
麟
）
麟
灘剥

レ
ビ
静

紙
局
が
完
幾
 

A
B
）
五
所
川
原
支
局

（
廿
⑩

一
三
八
二
番
）
 

N
H
K

・
R
A
B
で
は
、
五

所
川
原
市
東
方
の
馬
神
山
に
新

し
い
テ
レ
ビ
中
継
放
送
局
（
無

人
）
を
建
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
 

ほ
ぼ
完
成
し
八
月
中
旬
電
波
を

発
射
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

新
し
い
中
継
放
送
局
の
完
成

に
よ
り
、
テ
レ
ビ
の
画
面
が
よ
 

m
新
五
所
川
原
局
は
青
森
テ

レ
ビ

（A
T
V
）
と
ほ
ぼ
同
じ

電
波
の
強
さ
方
向
の
た
め
、
現
 

な
お
、
公
園
の
入
り
口
に
は

駐
車
場
が
完
備
、
弘
南
バ
ス
狼
 

り
鮮
明
に
な
り
ま
す
。
 

新
中
継
局
は
、
A
T
v
送
信

所
よ
り
約
ー
キ
ロ南
側
の
海
抜
四

百
四
十
H
の
位
置
に
建
設
し
た

も
の
。
送
信
出
力
が
ニ
キ
ロワ
ツ

ト

（
実効
放
射
電
力
五
十
ー
キ
ロ

ワ
ッ
ト
）
で
、
送
信
チ
ャ
ン
ネ

ル
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
N
H
K
 

在
青
森
テ
レ
ビ
が
良
好
に
受
信
 

で
き
る
家
庭
で
は
、
テ
レ
ビ
の
 

U
H
F
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
調
整
す
 

る
こ
と
に
よ
り

現
在
の
ア
ン
テ

ナ
の
ま
ま
で
受

信
で
き
ま
す
。
 

②
今
後
は
U
 

H
F
ア
ン
テ
ナ

一
本
で
、
N
H
 

K
、
民
放
と
も

受
信
で
き
ま
す
。
 

従
来
使
用
し
て

い
た
v
H
F
ア

ン
テ
ナ
、
混
合

器
、
分
波
器
等

は
不
要
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
 
 

野
長
根
公
園
前
で
下
車
で
き
ま

す
。
 

総
合
が
4
6チ
ャ
ン
ネ
ル

（U
H
 

F
）
、N
H
K
教
育
が
4
8（同
）
、
 

青
森
放
送
（R
A
B
）
が4
4（同
）
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
放
送
区
域

は
、
五
所
川
原
市
を
は
じ
め
西

北
両
郡
合
わ
せ
て
五
万
二
千
世

帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

不
要
な
物
を
取
り
外
す
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
に
良
い
受
信
が
で

き
、
風
圧
や
雪
に
も
強
く
な
り

ま
す
。
 

⑧
現
在
N
H
K
と
青
森
テ
レ

ビ
を

一
本
の
U
H
F
ア
ン
テ
ナ

で
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
お
宅
で

は
、
ア
ン
テ
ナ
を
新
五
所
川
原

局
に
正
し
く
向
け
て
下
さ
い
。
 

④
同
じ
U
H
F
電
波
で
も
チ

ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
電
波
の
伝
わ

り
方
が
違
い
ま
す
。
ど
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
も
良
好
に
受
信
で
き
る

場
所
に
ア
ン
テ
ナ
を
取
り
付
け

て
下
さ
い
。
 

⑤
フ
ィ
ー
ダ
ー
線
を
ト
タ
ン

屋
根
や
壁
に
密
着
し
て
配
線
す

る
と
、
電
波
が
弱
め
ら
れ
た
り
、
 
 特

定
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
映
り
が

悪
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
線
は
外
部

の
影
響
を
受
け
に
く
く
、
耐
久

性
の
良
い
J
I
s
マ
ー
ク
付
き

専
用
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
 

⑥
現
在
の
五
所
川
原
局
は
新

五
所
川
原
局
と
同
じ
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
た
め
、
新
五
所
川
原
局
の

開
局
と
同
時
に
廃
局

（
一
夜の

う
ち
に
切
り
替
え
る
）
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
調
整
等
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど

問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
 

新
五
所
川
原
局
の
開
局
当
日
、
 

市
内
で
受
信
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
 

意
銀
行

J
 

託
者

L
 

（
四

・
五
月
分

）
 

佐
々
木
伸
雄

（
ち
どり
会
）
、
 

普
明
会
教
団
高
岡
支
部
（
富
山

県
）
、小
野
理
容
同
勤
会

（
鎌谷

町
）
、石
塚
て
つ
お

（
三
越健
康

社
）
、千
葉
潤
子
（
小
曲
）
、太
田

藤
吉

（
川
崎
市）
、小
山
田
鳳
隆
 

（
末広
町
）
、藤
原
馨
（
湊
）
、鶴

谷
正
夫
、
中
三
囲
会
社
（
本
町
）
、
 

葛
西
花
店
（
敷
島
町
）
、佐
々
木

さ
よ
（
松
島
町
）
、斎
藤
弘
文
（
松

島
町
）
 

(522号） 

,
 

,
 

児
童
手
当
現
況
届
を
 

児
童
手

当

の
支
給
を

受
け
て
い

る
方
は
、

毎

年
六

月
一
日
か

ら
同
月
三
十
日

ま
で

の
間
に
、
 

現
況

届
を

提
出
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
こ

と
に

な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
届
を

提
出
し

な
い

と
、

六
月
分
以

降

の

児
童
手

当

の
支
払

い
を
受
け
る
こ

と
が

で
き
な

く
な
り

ま
す
。

先
に

送
付
さ
れ

て
お
り
ま
す
届

書
を

ま
だ
提
出
し

て
い

な
い
方

は
、

至
急
提
出

し
て
下

さ
い
。
 

新
中
継
局
を
受
信
す
る
に
あ
た
っ
て
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管
き
 よ
工
事
で
片
側
通
行
 を

 
事故防止にご協力 

今
年
十
回
目
を
迎
え
た
 

「北
辰
大
学
（
高
齢者
教
室
）」
 

が
六
月
九
日
市
民
文
化
会
館

で
開
講
し
、
来
年
三
月
ま
で

十
回
の
学
習
に
向
け
て
ス
タ
 

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
 

「北
辰
大
学
」
は
お
年
寄

り
に
学
習
の
場
を
与
え
現
代

社
会
に
適
応
で
き
る
知
識
や

教
養
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、
 

市
教
育
委
員
会

・
社
会
教
育

課
が
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。
 

開
講
式
に
は
老
人
ク
ラ
ブ

錦
松
会

（
錦町
）
の
佐
々
木

三
蔵
さ
ん
ら
お
よ
そ
百
五
＋

人
が
出
席
、
鈴
木
市
教
育
長

が
、
「若
い
人
々
に
理
解
さ
れ
、
 

新
し
い
時
代
に
遅
れ
な
い
よ
 市

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
公
共
下

水
道
幹
線
一
号
（
岩
木
町
ー
柳
町
）
、幹

線
二
号
（
上
平
井
町
）
の
管
き
ょ
工
事

を
行
い
ま
す
。
 

ロ
工
事
期
間
 
七
月
一
日
ー
十
二
月

五
日
ま
で
 

こ
の
間
車
の
通
行
や
商
店
、
歩
行
者

の
皆
さ
ん
に
は
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
 

公
共
下
水
道
事
業
を
ご
理
解
の
う
え
、
 

事
故
防
止
等
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

う
学
習
を
実
り
あ
る
も
の
に

し
て
下
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

式
の
あ
と
市
教
育
委
員
長

の
高
橋
民
一
氏
が
 
「家
庭
生

活
と
諸
問
題
」
と
題
し
て
講

演
し
、
メ
モ
を
と
る
お
年
寄

り
も
い
て
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
 

「北
辰
大
学
」
は
来
年
三

月
ま
で
毎
月
一
回
、
新
し
い

テ
ー
マ
を
も
と
に
学
習
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
お
年
寄

り
た
ち
は
「
若
い
者
に
は
負

け
ら
れ
な
い
」
と
意
欲
を
み

せ
て
お
り
ま
し
た
。
 

◇
青
森
県
統
計
グ
ラ

募
集
の
ご
案
内
 

ロ
応
募
資
格
 

第
一
部
 
小
学
生
（
三
年
生

以
下
）
 

第
二
部
 
小
学
生
（
四
年
生

以
上
）
 

第
三
部
 
高
校
生
以
上
の
学

生

・
生
徒
 

第
五
部
 
一
般
 

ロ
課
題
 
各
部
と
も
自
由
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
第
一
部
の

作
品
に
つ
い
て
は
、
児
童
が
自

ら
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
と
し
ま
す
。
 

ロ
材
料
の
規
格
 

用
紙
の
規
格
 

第

一
・
第
二
・
第
三
部
（
B
 

二
判
・
仕
上
寸
法
）
七
十
二
・

八
戎
U
×
五
十
・
五
応
H
 

第
四
・
第
五
部
（
B

一
判
・

仕
上
寸
法
）
百
三
・
〇
×
七
十
 

の
良
否
を
ご
通
知
し
て
い
ま
す
。
 

不
良
箇
所
の
通
知
が
あ
り
ま

し
た
場
合
、
修
理
し
な
い
で
ご

使
用
に
な
り
ま
す
と
、
感
電
ゃ
 

フ
コ
ン
ク
ー
ル
◇
 

二
・
八
靖
H
 

各
部
と
も
紙
質
・
色
彩
は
自

由
と
し
ま
す
が
、
裏
面
の
板
張

り
や
表
面
に
セ
ロ
ハ
ン

‘
カ
バ
 

ー
な
ど
を
つ
け
る
こ
と
は
認
め

な
い
。
 

ロ
締
切
日
及
び
送
付
先

昭
和
五
十
七
年
八
月
二
十

一

日
ま
で
市
内
岩
木
町
十
二
、
市

総
務
課
企
画
室
に
提
出
し
て
下

さ
い
。
 

ロ
入
選
発
表
 

九
月
下
旬
 

ロ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出

品
 各

部
と
も
県
予
選
の
入
選
作

品
中
五
点
ま
で
を
全
国
コ
ン
ク
 

ー
ル
に
推
薦
出
品
し
ま
す
。
 

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 

青
森
県
統
計
協
会
（
丑
〇
一

七
七
⑩

一
一
一
一
内線
二
一
七

七
番
）
 

泊寺代に遅れまいミ 
北辰大学が開講 ー』 

ノ
 

、
 

◇
電
気
使
用
安
全

月
間
（
鉛
輪
肋

）
開
始
◇
 

電
気
設
備
は
修
理
し

て
使
用
を
 

東
北
電
気
保
安
協
会
で
は
、
 

電
気
火
災
に
な
る
恐
れ
が
あ
り

法
律
に
基
づ
い
て
家
庭
や
商
店
 
ま
す
。

最
寄
り
の
電
気
工
事
店
、
 

な
ど
の
電
気
設
備
が
、
安
全
に
 
ま
た
は
軽

電
気
工
事
セ
ン
タ

ー
 

使
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
二
年
 
に

依
頼
し
て
修
理
し
て
使
い
ま

に

一
回
調
査
し
て
、
そ
の
結
果
 
し
ょ

う
。
 

【
 



(522号） 広報こしょがわら 

物件調査立ち入りに協力を 

南部地区土地区画整理事業 

南部地区土地区画整理事業の決定に伴い、昨年は基礎調査として

現地測量と一部物件調査を実施しました。 

今年度は引き続き物件調査（建物内部及び工作物等）を実施、こ

の基礎調査を基に秋から冬にかけ、事業計画（青写真）を作成し完

了する予定です。 

このため次の日程で物件調査を行いますので協力をお願いします。 

ロ調査場所 南部地区土地区画整理事業区域内（八重菊、鳥森、 

湊字千鳥、桜木地内）。 

ロ調査期日 7 月上旬～ 8 月下旬まで 

ロ委託業者 青森市卿クボタ用地補償コンサルタント 

なお、調査にあたっては、後日行政連絡員より日時をお知らせし

ます。 

詳しくは市都市計画課（云⑩2111番内線235, 234番）へお問い合

わせ下さい。 

防
ご
う
非
行
助
け
よ

う
立
ち
直
り
 

7
月
ー
日
、
3
1日
 
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
 

第
七
回
八

甲
田
山

の
自
然

を

見
る
会
 

最
近
、
子
供
達
の
自
転
車
の

乗
り
方
が
乱
れ
て
き
て
お
り
、
 

自
転
車
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
 

子
供
達
の
自
転
車
の
乗
り
方

に
つ
い
て
次
の
こ
と
に
違
反
し

た
場
合
は
、
 一
声
か
け
て
安
全

な
運
転
を
指
導
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

①
車
道
の
左
側
を

一
列
で
進

行
し
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
に
注
 
 

意
す
る
。
 

②
二
人
乗
り
、
傘
さ
し
、
片
 

手
ハ
ン
ド
ル
を
し
な
い
。
（
二人
 

乗
り
は
高
校
生
が
多
い
）
 

③
自
転
車
で
悪
ふ
ざ
け
し
な
 

・

し
 

※
ジ
グ
ザ
グ
、
手
ば
な
し
運

転
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
な
な
め
横

断
、
突
然
の
U
タ
ー
ン
等
。
 

④
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
あ
ご
ひ
も

は
必
ら
ず
結
ぶ
。
 
 

同
）
着
折
、左
折
の
場
合
は
必

ら
ず
手
信
号
で
合
図
す
る
。
 

⑥
踏
切
を
渡
る
と
き
は
、
自

転
車
を
押
し

て
信
号
、
遮

断
機
に
注
意

し
て
渡
る
。
 

⑦
夜
は
無
灯
火
で
運
転
し
な
 

い
。
 

⑧
歩
道
は
自
転
車
歩
道
許
可

の
標
識
・
標
示
の
あ
る
と
こ
ろ

し
か
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
歩
道

を
通
る
と
き
は
、
歩
行
者
に
十

分
注
意
し
て
、
歩
行
者
の
妨
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
一
時
停
止

し
ま
し
よ
・
フ
。
 

（五
所
川
原
市
学
校
警
察
連

絡
協
議
会
）
 

今
や
少
年
非
行
は
戦
後
第
」
一

の
、
し
か
も
最
大
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
て
い
ま
す
。
 

例
え
ば
、
昨
年
一
年
間
に
殺

人
・
暴
行
‘
詐
欺

・
窃
盗
な
ど

の
罪
を
犯
し
た
主
要
刑
法
犯
少

年
は
、
二
十
四
万
二
千
七
百
一一

十
九
人
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
の

最
高
だ
っ
た
昭
和
三
十
九
年
の

十
九
万
五
千
二
百
六
十
九
人
を

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
 一
日
当
た
り
六
百
六

十
五
人
も
の
少
年
が
主
要
刑
法

犯
で
検
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
 
 ま

た
、
最
近
の
少
年
非
行
の
特

徴
と
し
て
、
低
年
齢
層
の
少
年

に
よ
る
非
行
の
増
加
や
非
行
が

ご
く
普
通
の
家
庭
の
少
年
に
ま

で
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も

見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。
（
法
務
省
調

べ
）
 

七
月
は
 
「社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
月
間
で
す
。
こ
れ
ら

次
代
を
担
う
少
年
た
ち
を
非
行

か
ら
守
り
、
更
生
の
手
助
け
を

す
る
こ
と
は
、
家
庭
・
学
校
・

職
場
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
取
り
組
 
 

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
等
の
軽
快

な
服
装
 

サ
ン
ダ
ル
以
外
の
ズ
ッ
ク
等

ロ
持
ち
物
 
昼
食
、
水
筒
、
 

お
や
つ
、
雨
具
、
着
が
え
、
タ

オ
ル
、
ヤ
ッ
ケ
、
セ
ー
タ

ー
 

ロ
集
合
場
所
 
市
民
文
化
会

‘
 

館
前
、
午
前
六
時
三
十
分

ロ
帰
着
時
間
 
午
後
六
時
三

十
分
 

※
小
雨
決
行
 

ロ
詳
細
 
五
所
川
原
市
大
字

水
野
尾
 
五
所
川
原
山
の
会
会

長
、小
田
桐
善
喜
雄
（
廿
⑩
一
六

二
七
番
）ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な

問
題
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
今
年
の
運
動
の
重
点
目
標

は
、
「地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る

少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援

助
」
に
置
か
れ
ま
し
た
。
わ
た

し
た
ち
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
・
つ
。
 

当
市
で
は
、
今
年
度
も
こ
の

運
動
に
呼
応
し
、
市
保
護
司
会

・

地
区
更
生
保
護
婦
人
会
等
関
係

団
体
に
よ
り
実
施
委
員
会
を
設

置
、
市
民
集
会

・
パ
レ
ー
ド
（
七

月
七
日
）
、地
域
座
談
会
（
下
旬
）
 

等
を
開
く
予
定
で
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

⑤ 昭和57年（1982年） 7 月1日 

1
子
供
た
ち
の
 

F
ー
 
日

転
車
の
乗
り
方
で
お
願
い
 

ロ
と
き
 
七

月
十
八
日
（
日
）
 

ロ
コ
ー
ス
 

五
所
川
原
ー
八

甲
田
ロ
ー
プ
ウ

エ
イ
ー
田
茂
惹

岳
、
赤
倉
岳

ー
 

大
岳
ー
毛
無
袋
 

ー
酸
ケ
湯
ー
五

所
川
原
 

ロ
会
費

一
一

千
五
百
円
（
申

込
み
と
同
時
に

納
入
の
こ
と
）
 

ロ
服
装
 
ト
 



広報ごしょがわら 	 （522号） ⑥ 昭和57年（1982年） 7 月1日 

「
ー
 金
め
は
じ
 

母
子

福

祉
年

金
 

月 齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和57年 3 月
生まれの乳児 7 月13日 

旧中央公民館 6 カ月児 昭和56年12月
生まれの乳児 7 月20日 

1 	歳 
6 カ月児 

昭和56年 1月
生まれの乳児 7 月27日 

未
加
入
者
は
早
く
ご
加
入
を
 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

■受付時間 午後12時45分から 1時15分まで 

■持参するもの 母子健康手帳・バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けて 

いる乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

夫
と
死
別
し

た
2
0歳
以
上

の
妻
が
、
1
8歳
未
満
の
子
、
 

ま
た
は
2
0歳
未
満
で
国
民
年

金
法
障
害
等

級
表
に
該
当
す

る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
子
を
養
っ

て
い
る
場
合
で
、
 

次
の
要
件
の
う
ち
ど

れ
か

一

つ
に
該
当
す
る
と
き
支

給
さ

れ
ま
す
。
 

受
け
ら
れ
る
要
件
 

①
昭
和

3
6年
4
月
1
日
以

前
に
す
で
に
夫
と
死
別
し
て

い
る
と
き
 

②
国
民
年
金

の
被
保
険
者
 

に

ほ
た
後

ー
夫
と
死
別
し
 

現
在
、
国
民
年
金
の
未
加
入

者
に
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
 

お
心
当
た
り
の
人
は
早
速
手
続
 

き
を
し
て
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、
 

2
0歳
以
上
で
厚

生
年
金
な
ど
の

他
の
公
的
年
金
 

制
度
に
入
っ
て
い
な
い
日
本
国

住
民
は
、
全
員
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
制
度
で
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て

一
年
 
 

た
場
合
で
、
加
入
の
期
間
が

短
か

い
た
め
拠
出
制
の
母
子

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
と
き
。
 

た
だ
し
、
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
。
 

③
明
治
4
4年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
妻
が
、
昭
和
 

3
6年
4
月
1
日
以
後
に
夫
と

死
別
し
た
と
き
 

年
金
額
 

以
上
保
険
料
を
納
め
て
い
れ
ば
、
 

障
害

・
母
子
・
準
母
子

・
遺
児
 

な
ど
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

2
5年
以
上

（
他
の
公
的
年
 

制
度
と
通
算
で
も
よ
い
）
加
入

す
れ
ば
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
 

昭
和
2
0年
4
月
2
日
以
後
に
 
 

準
母
子
福
祉
年
金
 

夫
、
男
子
で
あ
る
子
、
父

ま
た
は
祖
父
と
死
別
し
た
2
0
 

歳
以
上
の
祖
母
や
姉
が
、
1
8
 

歳
未
満
の
孫
や
弟
妹
、
ま
た

は
2
0歳
未
満
で
国
民
年
金
法

障
害
等
級
表
に
該
当
す
る
程

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
孫

や
弟
妹
を
養
っ
て
い
る
場
合

で
、
次
の
要
件
の
う
ち
ど
れ

か

ー
つ
に
該
当
す
る
と
き
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

受
け
ら
れ
る
要
件
 

①
昭
和
3
6年
4
月
1
日
以
 

生
ま
れ
た
方
は
、
昭
和
5
5年
度

以
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
れ
ば

最
低
資
格
が

で
き
ま
す
。
 

加
入
は
、
早
け
れ
ば
早

い
ほ

ど
よ
い
わ
け
で
す
。
 

会
社
（
厚
生
年
金
）
、役
所
、
 

農
協
（
共
済
年
金
）
等
を
途
中

で
や
め
た
方
は
、
厚
生
年
金
、
 

共
済
年
金
等
の
期
間
だ
け
で
は

期
間
不
足
で
年
金
を
受
け
ら
れ
 
 前

に
す
で
に
、
夫
、
男
子
で

あ
る
子
、
父
ま
た
は
祖
父
と

死
別
し
て
い
る
と
き
 

②
明
治

4
4年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
祖
母
や
姉
が
、
 

昭
和
3
6年
4
月
1
日
以
後
に
、
 

夫
、
男
子
で
あ
る
子
、
父
ま

た
は
祖
父
と
死
別
し
た
と
き

③
国
民
年
金

の
被
保
険
者

と
な
っ
た
後
に
、
夫
、
男
子

で
あ
る
子
、
父
ま
た
祖
父
と

死
別
し
た
場
合
で
、
加
入
期

間
が
短
い
た
め
拠
出
制
の
準

母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

と
き
。
 

た
だ
し
、
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と
。
 

年
金
額
 

母
子
福
祉
年
金

と
同
じ
 

ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
だ
け
で
は
な
く
、
せ
っ
か
く
給

料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
何
年
も

納
め
た
厚
生
年
金
の
保
険
料
も

掛
け
捨
て
に
な
っ
て
、
 一
生
後
 

悔
す
る

こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
国

民
年
金
に
加
入
 

し
ま
す
と
、
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
の
期
問
と
通
算
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
期
間
を
珠
数

つ
な
ぎ

に
し
て
2
5年
以
上

（
年齢
に
よ
 

圏
 

っ
て
は
期
間
短
縮
が
あ
り
ま
す
）
 

あ
れ
ば
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
 

2
0歳
に
な
っ
た
方
、
会
社
、
 

役
所
、
農
協
等
を
途
中
で
や
め

た
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
国
民

年
金
に
加
入
し
て
老
後
の
生
活

を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
生
活
が
苦
し
く
て
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
に
は

保
険
料
の
免
除
と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。
 

必
ず
、
7
月
3
0日
ま
で
に
市

社
会
課

・
国
民
年
金
係
へ
手

続

き
を
し
て
下
さ
い
。
 

「移
動
保
健
所
」
 

を
開
設
し
ま
す
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
、
次

の
日
程
で
「
移
動
保
健
所
」
を

開
設
し
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
七
月
十
五
日
（
木
）
 

午
前
九
時
三
十
分
ー
午
前
十
一

時
三
十
分
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
内
飯
詰

（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
）
 

［星

施
内
容
 
一
般
健
康
相

談
、
血
圧
測
定
（
高
血
圧
者
は

心
電
図
）
、衛
生
検
査
（
検
尿
・

血
液
型

・
血
色
素
）
、栄
養
指
導
、
 

総
合
健
康
診
断
等
を
行

い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ

い
。
 

その12の 3 

み
ん
な
の
国
民
年
金
 

子
一
人
の
場
合
…
三
七
四
、四
〇
〇
円
（
月
額
三
一
、一
一O
〇
円
）
 

子
二
人
の
場
合
…
四
三
四
、四
〇
〇
円
（
月
額
三
六
、二
〇
〇
円
）
 

壬

ニ
人
以上
の
場
合

i
三
人
目
か
ら
一
人
 

一
一四
、〇
〇
〇
円

（月
額
二
、〇
〇
〇
円
）
を
加
算
 

診 康 の 幼 乳 
r
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(522号） 広報ごしょがわら ⑦ 昭和57年（1982年） 7 月1日 

プ
ラ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
も
 

市
で
は
、
う
る
お
い
の
あ
る

快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
 

学
校
、
職
場
、
団
体
を
対
象
に

次
の
要
綱
で
「
環
境
美
化
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い

ロ
コ
ン
ク
ー
ル
の
対
象

⑦
清
掃
活
動
部
門
 
道
路
、
 

街
路
、
そ
の
他
公
共
用
地
等
を

自
発
的
か
つ
継
続
し
て
行
っ
て

い
る
清
掃
活
動
。
 

囲
花
壇
部
門
 
学
校
、
職
場
、
 

団
体
等
が
管
理
し
て
い
る
も
の
。
 

（個
人
の
趣
味
は
除
く
。）
 
 

の
は
お
お
む
ね
十
個
を
ま
と
め

て
常
設
し
て
い
る
こ
と
。
 

ロ
参
加
資
格
 

⑦
学
校
ー
学
校
を

ー
つ
の
単

位
と
し
、
学
年
、
ク
ラ
ス
単
位

の
参
加
は
認
め
な
い
。
 

m
職
場
ー
敷
地
単
位
と
し
、
 

同
一
敷
地
内
に
事
務
所
、
工
場

が
あ
る
場
合
は
ー
つ
の
単
位
と

し
て
参
加
さ
せ
る
。
 

団
団
体
ー
五
人
以
上
の
グ
ル
 

ー
プ
を

ー
つ
の
単
位
と
し
、
数

個
所
に
花
壇
を
設
け
て
い
る
場
 

十
月
二
十
四

日
行
わ
れ
る
短

剣
道
の
初
心
者

に
対
す
る
格
付

段
位
審
査
の
予

備
講
習
会
を
次

の
日
程
で
行
い

ま
す
。
 

ロ
と
き
 
七

月
十
八
日
午
前

八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
三

十
分
ま
で

（
受

付
午
前
八
時
か

ら
）
 

ロ
と
こ
ろ

市
民
体
育

館
 

（
サ
ブ体
育
館
）
 

［昼
格
 

中

学
生
以
上
、
 一
 
 

合
で
あ
っ
て
も
ー
つ
の
単
位
と

す
る
。
 

ロ
申
込
み
受
付
 
七
月
一
日
 

ー
七
月
三
＋
一
日
 

ロ
審
査
 
市
が
委
嘱
し
た
審

査
委
員
が
、
十
一
月
中
旬
ま
で

に
書
類
審
査
と
現
地
審
査
に
あ

た
り
ま
す
。
 

ロ
表
彰
 
十
一
月
下
旬
の
予

定
 ロ

お
間
合
わ
せ
 
市
総
務
課

庶
務
係
（
廿
⑩
二
一
一
一
番
内

線
三
二
五
番
）
 

般
。
男
女
不
問
 

ロ
服
装
 
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
 

ー
、
ズ
ッ
ク
靴
 

ロ
費
用
 
五
百
円
（昼
食
代
）
 

ロ
そ
の
他
 
o
剣
道
用
防
具

を
お
持
ち
の
方
は
持
参
す
る
こ

と
。
 

o

武
道

（
ス
ポー
ツ
）
の
有

段
者
と
な
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
 

oご
婦
人
方
の
健
康
上
特
に

護
身
用
と
し
て
盛
ん
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

o

当
協
会
に
も
審
査
資
格
者

が
お
り
親
切
に
指
導
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
市
内
田
町
高
橋
材

木
店
（
。
⑩
二
六
四
一
ご
 
へ
お

間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

主
催
 
五
所
川
原
銃
剣
道
協
 

A
云
 

ロ
衛
生
管
理
者
免
許

試
験
 

の
試
験
申
請
受
付

七
月
二
十
日

・
二
＋

一
日
（
一
一
日
間
）
 

⑤
試
験
期
日
 
八

月
二
十
六
日
 

の
受
験
資
格
 

①
中
学
校
卒
業

者
は
十
年
以

上
の
衛
生
管

理
の
実
務
経

験
を
有
す
る
 

方
 

②
高
等
学
校
卒

業
者
は
三
年

以
上
の
衛
生

管
理
の
実
務
 

経
験
を
有
す
る
方
 

③
大
学
又
は
専
門
学
校
卒

業
者
は
一
年
以
上
の
衛

生
管
理
の
実
務
経
験
を

有
す
る
方
（
実
務
と
は

軽
微
な
衛
生
管
理
を
含

む
）
 

③
試
験
会
場
 
青
森
市
、
弘

前
市
、
八
戸
市
 

口
ニ
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試

験
 

の
試
験
申
請
受
付
 
九
月
一
一

日

・
三
日
（
二
日間
）
 

⑧
試
験
期
日
 
九
月
三
十
日

⑤
受
験
資
格
 
ボ
イ
ラ
ー
実

技
講
習
修
了
者
 

③
試
験
会
場
 
青
森
市
、
弘

前
市
、
八
戸
市
 

※
試
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は
当

協
会
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

ま
た
、
免
許
試
験
に
係
る

講
習
会
を
計
画
実
施
致
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
下
さ
れ
ば

追
っ
て
試
験
及
び
講
習
会
の

実
施
要
領
を
ご
送
付
い
た
し

ま
す
。
 

ロ
連
絡
先
 

五
所
川
原
市
字
新
宮
町
8
4の

】b
 

岡
西
北
労
働
基
準
協
会

（
か

〇
一
七
三
ー
三
五
ー
六
三
三

六
）
 

後
援
 
五
所
川
原
市
教
育
委
 
員
会
 

「サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
発
売
 

七
月
中
旬
か
ら
予
約
受
付
け
 

七
月
中
旬
か
ら
新
し
い
魅
力
 
い
、

私
た
ち
の
街
づ
く
り
に
役

の
加
わ
っ
た
新
タ
イ
プ
「
サ
マ
 

立
て
ら
れ
ま
す
。
 

ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
（別
称
市
 
申

込
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て

町
村
振
興
宝
く
じ
）
の
受
付
け
 

は
、
七
月
十
五
日

（木
）
の
新

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
 

聞

（
朝刊
）
紙
上
に
発
表
さ
れ

収
益
金
は
豊
か
な
、
住
み
よ
 

ま
す
。
 

◇
短
剣
道
講
習
会
開
催
◇
 

国家試験実施のお知らせ 



夏休み 子供の交通事故をなくそう 
‘・I卿胃堰り二・ 

夏休みに入ると、子供たちは、解放感などから、せっかく

身についた正しい交通ルールや安全な動作を忘れがちになり

ます。家族みんなで、交通安全について話し合いましよう。 

消
防
法
第
十
三
条
の
三

に
よ
る
危
険
物
取
扱
者
試

験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
 

ロ
試
験
日
時
 
八
月
一
一

十
二
日
 

ロ
試
験
種
別
 
甲

・
乙
 

・

丙
種
各
取
扱
者
試
験

ロ
受
験
願
書
受
付
期
間

七
月
十
二
日
ー
二
十
四
日

ま
で
 「試

験
の
た
め
の
事
前

講
習
」
 

ロ
日
時
 
八
月
十
日

・

十

一
日
 
九
時
ー
十
六
時

二
十
分
ま
で
 

ロ
場
所
 
五
所
川
原
市

字
岩
木
町
十
一
一
 

市
民
文
化
会
館
二
階
集

会
室
 

受
付
は
当
日
会
場
に
て

行
い
ま
す
。
 

ロ
お
問
合
わ
せ
 
五
所

川
原
地
区
消
防
本
部
予
防

係

（
廿⑩
二
〇
一
九
番
内

線
二
五
二

一
六番
）
 

危険物取扱者試験のお知らせ 

て
 

市
水
道
課
で
は
、
 

七
月
十
四
日
と
十
五
 

、
 

日
の
二
日
間
に
わ
た

っ
て
本
管
の
清
掃
を

午
後
（
夜
）
の
十
一

時
か
ら
翌
朝
二
時
ま

で
行
い
ま
す
。
 

o
清
掃
完
了
後
も

に
ご
り
水
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
 

〇
飲
料
水
等
は
、
 

溜
置
き
を
し
て
お
い

て
下
さ
い
。
 

〇
清
掃
中
不
行
き
届
き
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
元
町
浄
水

場
（
廿
⑩
二
六
三
九
番
）
に
ご

連
絡
下
さ
い
。
 

を
 
検
針
を

能
率
よ
く
 

＋
刀
 
工嘱
社
撲
け
擢
 

り
カ
 

ー
ノ
“
〈
「
ー
H
nI
ロ
』、
 

\
.J．

 
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

一
 
」
  

I一
 
〇

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
 

一
『
ー
 
クス
の
上
に
物
を
お
 

→
‘
I
 
カ
な
い
で
下
さ
い
c
 

【
 

O
犬
は
、
出
入
り
 

z
一
 
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

！
 

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ

メ
 

な
い
で
下
さ
い
o
 

〇
家
の
増
‘
改
築
な
ど
で
、
 

メ
ー
タ
ー
が
床
下
や
屋
内
に
な

る
と
き
は
、
屋
外
の
検
針
し
や

す
い
場
所
へ
移
し
て
下
さ
い
。
 

〇
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

は
、
と
き
ど
き
掃
除
を
し
て
清

潔
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

水道本管清掃につし 
◇

ー
水
道
課
か

ら
お

知
ら

せ
 

◇
 

広報ごしょがわら (522号） ⑧ 

七
月
は

所
得

税
（
第

一
期
）
納
期

月
 

昭和57年（1982年） 7月 1 H 

七
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税

第
一
期
分
を
納
税
す
る
月
で
す
。
 

予
定
納
税
第
一
期
分
の
納
税

額
は
、
前
年
の
所
得
税
額
（
予

定
納
税
基
準
額
）
の
三
分
の
ー
 

に
当
る
金
額
で
、
六
月
中
旬
に

税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
、
七
月

一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

予
定
納
税
額
は
前
年
分
の
所

得
税
額
を
基
準
に
計
算
さ
れ
て
 

六
月
、
八
月
は
子
供
の
水
の

事
故
が
目
だ
っ
て
増
え
る
時
期

で
す
。
 

子
供
の
水
の
事
故
は
、
こ
の

時
期
に
限
ら
ず

一
年
中
起
こ
っ

て
い
ま
す
が
、
六
月
ー
八
月
が
 

と
く
に
多
く
、
 

同
じ
時
期
の
交

通
事
故
に
よ
る

死
者
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま

す
。
 

子
供
は
、
水
 
 

い
ま
す
が
、
本
年
六
月
三
十
日

現
在
の
状
況
で
本
年
分
の
所
得

や
所
得
控
除
な
ど
を
見
積
っ
て

計
算
し
た
税
額
が
、
次
の
よ
う

な
事
情
で
、
税
務
署
か
ら
通
知

さ
れ
た
予
定
納
税
基
準
額
よ
り

下
回
る
場
合
は
、
七
月
十
五
日

ま
で
に
税
務
署
へ
予
定
納
税
額

を
減
額
す
る
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
 

(
m）
廃
業
、体
業
、
転
業
な
ど

で
、
前
年
分
よ
り
所
得
が
減
少
 

遊
び
が
大
好
き
で
す
。
 

子
供
の
水
の
事
故
は
保
護
者

の
責
任
 

と
心
得
て
、
ふ
だ

ん
か
ら
子
供
に
よ
く
注
意
す
る

と
と
も
に
、
水
の
事
故
か
ら
尊

い
生
命
を
守
る
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
・
つ
。
 

▼
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水

遊
び
に
行
か
な
い
よ
う
、
ふ
だ

ん
か
ら
言
い
き
か
せ
て
お
き
ま

し
ょ
・つ
。
 

▼
家
の
近
く
に
た
め
池
や
用
水
 
 

す
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
、
②

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
や

盗
難
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
た

め
、
所
得
が
減
少
す
る
と
見
込

ま
れ
る
と
き
…
…
な
ど
で
す
。
 

予
定
納
税
額
の
減
額
承
認
申

請
書
の
用
紙
は
、
税
務
署
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
便

利
な
納
税
の
方
法
と
し
て
振
替

納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
か
ら

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
 

三
三
ニ
三
三
三
三
三
三
一
？
三
三
ニ
『

三
三
三
三
三
三
一
三
」
三
三
三
三
 

池
な
ど
が
あ
っ
て
、
サ
ク
と
か

フ
タ
が
な
い
場
合
は
、
所
有
者

に
申
し
入
れ
て
、
す
ぐ
処
置
を

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
・
フ
。
 

▼
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る

子
供
を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
、
 

安
全
な
場
所
で
遊
ば
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ

」フ
。
 

▼
雨
降
り
の
あ
と
な
ど
川
や
用

水
が
増
水
し
て
い
る
と
き
は
、
 

子
供
を
近
づ
け
な
い
よ
う
特
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
自
宅
周
辺
百
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
ま
で
の
所
（
幼
児
の
活動
範
囲
）
 

に
、
危
険
な
所
が
な
い
か
調
べ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

▼
海
水
浴
な
ど
に
行
っ
た
と
き

は
、
子
供
が
迷
い
子
に
な
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

水
の
事
故
に
結
び
つ
く
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
 

子供の好きな水遊び 

L保護者が目を光らせて安全に 

水の事故防止 

三
三
三
三
三
三
三
三
『
三
三
三
三
三
三
三
三
三
ニ
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三三
三
ニ
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
」
 

広
報

紙
の
早
期
配
布
に
こ

協
力
下
さ
い
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